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第 20回酪友フォーラム開催のお知らせ
講師は農林大臣の奥様!

広酪メンバーズクラブの窓11/27~28

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
統
合
に
係
る
入
札
開
札
会

視
察
報
告（
役
員
組
合
施
設
確
認
の
た
め
の
視
察
）

広
酪
本
所
会
議
室

　
組
合
所
有
施
設
六
か
所

ＴＭＲセンター統合に向けて
施工業者等の４社を決定！

　岩竹重城代表理事組合長は、１２月のみわ・庄原の
両ＴＭＲセンターの統合を目標に準備を進めている。
　統合に向けて施設整備を行う業者選定にあたり、見
積入札書開札会を開催した。
　これには、池田代表監事のほか、広島県畜産課（酪肉
振興グループ）の小川寛大氏、石倉典子氏の２名に立会
を願った。
　開札の結果、５つの入札工事区分に対して、工事施
工業者４社を決定した。
　今後は、これらの業者との契約手続きを経て、工事
着手にあたることとしている。

　岩竹重城組合長は、平成 25 年度事業計
画において、TMRセンターの統合並びに組
合倉庫の運営、購買物流体制の在り方に一
定の結論を見出す行動にあたることを掲げ、
その検討をより迅速に行うため、検討課題
にある主要な施設の役員視察を行った。こ
れには役員 10 名、購買担当職員ら 8名の 18
名が参加した。視察では庄原TMRセンター、
ミルクファームHARU、みわTMRセンター、
高宮ミルクボーイ、久井倉庫、福山倉庫の順に、県内広範囲に及ぶ施設を回り、現存する建物や施設、
倉庫内の購買品や市乳商品の物量、地域会合等の施設の活用状況等を確認した。
　役員らは、今回の視察を参考に、今後の倉庫の在り方や活用方法等を検討することとした。

西日本酪農青年女性会議主催の第 20 回酪友フォーラムが
開催されます。ぜひご参加下さい。

■開催日時：平成25年11月27日（水）~28日（木）
■開催場所：山口県山口市湯田温泉3-5-8「ホテル松政」　電話083-922-2000
■講　　演：（仮）「妻として母として自分自身として」
■講　　師：林裕子さん（農林水産大臣　林芳正氏のご夫人）
■参加費・申込締切等（未定）
■問い合わせ先：事務局・事業推進課・坂田まで（電話0824-64-2072）

組合所有施設の現状を確認！
今後の組合倉庫の在り方を検討

8 月 20日

9月 13日
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第
七
回
理
事
会

八
月
二
十
九
日
　
広
酪
本
所
会
議
室

協
議
一

生
乳
需
要
期
対
応
酪
農
経
営
向
上
対
策

事
業（
３
M
事
業
25
）に
か
か
る
申
請
希

望
頭
数
と
事
業
着
手
判
断

▼
七
月
二
十
二
日
開
催
の
第
六
回
理
事
会
で

３
M
事
業
25
「
生
乳
需
要
期
対
応
酪
農
経
営

向
上
対
策
事
業
」の
取
り
組
み
決
定
事
項
に

基
づ
き
、
組
合
員
三
十
九
名
、
乳
用
初
妊
牛

二
百
三
十
九
頭
の
申
請
を
受
け
付
け
、
事
業

へ
の
着
手
を
決
定
し
た
。

協
議
二

生
乳
需
要
期
対
応
酪
農
経
営
向
上
対
策

事
業
実
施
要
領（
３
M
事
業
25
）第
九
条

の
定
め
に
基
づ
く
判
断

▼
協
議
一
の
申
請
希
望
組
合
員
の
う
ち
十
名

が
、
生
乳
需
要
期
対
応
酪
農
経
営
向
上
対
策

事
業
実
施
要
領（
以
後
「
要
領
」と
い
う
）第

八
条
第
一
項（
上
限
頭
数
の
制
限
）の
定
め
に

該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
同
要
領
第
九
条
第
五

項（
上
限
頭
数
を
超
え
る
場
合
の
判
断
）の
定

め
に
基
づ
き
審
議
し
た
。

▼
こ
の
う
ち
、
一
部
の
組
合
員
に
お
い
て
提

出
書
類
等
の
不
備
、
確
認
事
項
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
関
係
書
類
を
整
備
し
て
再
度
、
そ
の

該
当
組
合
員
に
関
す
る
利
用
を
審
議
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

協
議
三

生
乳
需
要
期
対
応
酪
農
経
営
向
上
対
策

事
業
実
施
要
領
の
第
三
条
二
項（
組
合
役

職
員
に
よ
る
現
地
買
付
）へ
の
対
応

▼
要
領
第
三
条
に
基
づ
き
、
役
職
員
間
で
調

整
し
て
、
現
地
直
接
買
付
け
を
行
う
こ
と
を

決
定
し
た
。

▼
こ
の
日
程
は
、「
ホ
ク
レ
ン
家
畜
市
場
開

催
日
程
」を
考
慮
し
つ
つ
、
原
則
と
し
て
、

牛
白
血
病
抗
体
検
査
済
み
地
域
又
は
過
去
の

買
付
実
績
に
お
い
て
抗
体
検
査
結
果
の
陰
性

で
あ
っ
た
牧
場（
全
て
が
検
査
済
み
で
な
い

こ
と
も
あ
り
う
る
）を
中
心
に
選
畜
・
買
付

に
あ
た
る
こ
と
と
し
た
。

協
議
四

組
合
員
か
ら
の
支
援
要
望
へ
の

対
処
方
針

▼
組
合
員
四
名
か
ら
酪
農
経
営
改
善
に
関
す

る
支
援
要
請
を
受
け
た
。
該
当
組
合
員
に
お

い
て
は
、
①
既
に
経
営
改
善
計
画
の
策
定
を

終
え
た
上
で
、
組
合
に
対
し
て
新
た
な
支
援

要
請
を
求
め
る
組
合
員
、
②
現
段
階
で
組
合

員
自
ら
が
金
融
機
関
等
に
よ
る
条
件
緩
和
措

置
を
盛
り
込
む
酪
農
経
営
改
善
計
画（
案
）を

策
定
中
の
組
合
員
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
金

■
３
M
事
業
25
・
事
業
着
手
内
容
を
決
定

　

～
九
月
か
ら
役
職
員
に
よ
る
現
地
買
付
～　理事１１名（欠席１名）、監事３名（欠席１名）が出席し、協議事項１０項目を審議し

全議案を可決承認した。主な審議内容及び決定事項は次のとおり。
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融
機
関
等
の
了
解
・
同
意
、
又
は
共
同
歩
調

の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
た
場
合
に
限
り
、
組

合
と
し
て
債
務
弁
済（
融
資
未
償
還
金
額
の

条
件
緩
和
）の
条
件
緩
和
等
措
置
を
講
じ
る

方
針
を
決
定
し
た
。

協
議
五

理
事
と
組
合
間
の
利
益
相
反
取
引
契
約

の
承
認

▼
３
M
事
業
25
を
申
請
し
た
理
事
一
名
と
の

契
約
行
為
に
関
し
て
、
理
事
会
運
営
規
則
第

七
条
一
項
の
別
表（
役
員
に
関
す
る
事
項
）に

掲
げ
る「
理
事
と
組
合
間
の
利
益
相
反
取
引
」

の
定
め
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
審
議
を
行

い
、
要
領
第
九
条
に
定
め
る
事
業
参
加
資
格

と
そ
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
か
ら
、
理
事
会

で
の
承
認
を
決
定
し
た
。

協
議
六

監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答

▼
五
月
二
十
四
日
開
催
の
第
三
回
理
事
会
で

は
、
五
月
八
日
か
ら
十
日
に
亘
り
行
わ
れ
た

監
事
監
査
に
よ
る
「
平
成
二
十
四
年
度
監
査

報
告
書
」の
提
出
を
受
け
、
こ
の
受
理
と
指

摘
事
項
等
に
対
す
る
回
答
書
の
作
成
と
監
事

会
へ
の
提
出
を
決
定
し
た
。

協
議
七

平
成
二
十
五
年
度
内
部
監
査
計
画
の

策
定

▼
平
成
二
十
五
年
度
内
部
監
査
計
画
を
内
部

監
査
規
程
第
十
二
条（
理
事
会
承
認
）に
基
づ

き
、
理
事
会
で
承
認
し
た
。

協
議
八

定
款
第
二
十
七
条
に
か
か
る
役
員
定
数

▼
役
員
定
数
に
関
し
て
は
、
組
合
員
数
の
減

少
や
役
員
候
補
者
の
人
選
、
事
業
運
営
に
お

け
る
リ
ス
ク
管
理
と
責
任
の
重
大
さ
に
鑑
み

て
、
定
数
維
持
と
定
数
削
減
の
賛
否
両
論
が

あ
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
総
務
委
員
会
や
理
事

会
、
監
事
会
等
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
が
、

次
回
の
役
員
改
選
に
向
け
て
、理
事
九
名（
三

名
減
）、
監
事
三
名（
一
名
減
）の
合
計
十
二

名（
四
名
減
）の
役
員
定
数
案
を
も
っ
て
、
総

務
委
員
会
へ
の
諮
問
を
決
定
し
た
。

協
議
九

今
後
に
お
け
る
子
会
社
「
山
陽
乳
業
㈱
」

の
在
り
方

▼
子
会
社
・
山
陽
乳
業
㈱
の
子
会
社
管
理
に

あ
た
っ
て
、
同
社
か
ら
の
三
つ
の
提
案
を
含

め
、
今
後
の
子
会
社
管
理
の
在
り
方
、
組
合

側
に
及
ぶ
リ
ス
ク
の
回
避
策（
分
散
）に
関
し

て
、
理
事
者
の
意
見
・
提
案
を
求
め
、
こ
の

案
件
に
及
ぶ
対
応
策
に
関
し
て
総
務
委
員
会

へ
の
諮
問
を
決
定
し
た
。

協
議
十

貸
倒
引
当
金
の
引
当
基
準

▼
貸
倒
引
当
金
の
計
上
基
準
を
定
め
る
「
資

産
査
定
要
領
」を
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日

に
設
定
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

の
運
用
を
も
と
に
決
算
処
理
を
行
っ
て
い

る
。

▼
要
領
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
JA
全
国
監
査

機
構
広
島
県
監
査
部
並
び
に
JA
広
島
中
央
会

に
よ
る
指
導
の
も
と
に
組
合
の
経
営
状
況
等

を
鑑
み
、
引
当
が
可
能
な
基
準
と
し
て
債
権

総
額
の
五
十
％
の
割
合
を
理
事
会
で
定
め
て

い
る
が
、
昨
今
の
飼
料
価
格
の
高
騰
等
の
影

響
か
ら
受
託
生
乳
販
売
代
金
の
精
算
に
お
い

て
、
差
引
手
取
乳
代
が
生
じ
な
い
組
合
員
の

増
加
も
充
分
想
定
さ
れ
る
中
で
、
組
合
収
支

を
考
慮
し
、
こ
の
基
準
を
二
十
五
％
に
引
き

下
げ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
総
務
委
員
会

へ
の
諮
問
を
決
定
し
た
。

■
報
告
事
項

一　

子
会
社
「
山
陽
乳
業
㈱
」の
状
況

二　

�

平
成
二
十
五
年
度
生
乳
生
産
の
進
捗

状
況

三　

�

T
M
R
セ
ン
タ
ー
統
合
に
伴
う
事
業

着
手
状
況

四　

ラ
ク
ト
コ
ー
ダ
ー
の
導
入

五　

リ
ー
ス
事
業
の
事
務
取
り
次
ぎ

六　

�

組
合
員
等
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
へ
の
対

応
等

七　

全
国
酪
農
民
大
会
の
状
況

八　

�

組
合
施
設
の
巡
回
確
認
視
察
及
び
広

酪
所
有
施
設
の
概
要

九　

今
後
の
役
員
出
席
会
議
等

十　

�

平
成
二
十
四
年
度
生
乳
需
要
期
対
応

酪
農
経
営
向
上
対
策
事
業
「
３
M
事

業
24
」に
係
る
条
件
変
更

十
一　

�

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会（
北

海
道
会
場
）の
開
催
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酪
農
任
意
組
織
団
体
代
表
者
会
議

八
月
三
十
日
　
三
次
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　
岩
竹
重
城
組
合
長
は
、
酪
農
任
意
組
織
団

体
代
表
者
を
参
集
し
、
平
成
二
十
五
年
度
広

酪
活
性
化
活
動
助
成
金
三
百
万
円
の
地
域
配

分
協
議
と
、
地
域
に
お
け
る
組
合
員
の
意
見

要
望
を
聞
き
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
出
席
者

は
事
務
局
を
含
め
三
十
名
。
昨
年
迄
は
、
広

酪
活
性
化
推
進
委
員
と
の
合
同
会
議
を
開
催

し
て
い
た
が
、
組
合
員
の
減
少
に
よ
っ
て
、

地
域
役
員
の
選
出
に
困
る
と
の
意
見
か
ら
、

今
年
度
は
広
酪
活
性
化
推
進
委
員
の
委
嘱
は

行
わ
ず
、
代
表
者
会
議
と
し
て
開
催
し
た
。

　

組
合
か
ら
は
、
最
近
の
酪
農
情
勢
等
を
含

め
情
報
・
伝
達
事
項
を
説
明
し
、
代
表
者
ら

が
四
つ
の
地
域
毎
に
集
ま
り
、
平
成
二
十
五

年
度
活
性
化
活
動
助
成
金
の
地
域
配
分
額
を

協
議
し
決
定
し
た
。

　

そ
の
後
は
①
T
M
R
セ
ン
タ
ー
統
合
と
飼

料
稲（
W
C
S
）確
保
、
②
生
乳
生
産
基
盤
維

持
拡
大
策
と
良
質
乳
出
荷
対
策
、
③
酪
農
経

営
所
得
の
向
上
に
向
け
た
対
策
、
④
第
七
次

中
期
三
か
年
計
画
策
定
、
⑤
そ
の
他
組
合
事

業
執
行
等
を
テ
ー
マ
に
挙
げ
、
各
代
表
者
ら

か
ら
意
見
・
要
望
を
聞
い
た
。

　

こ
れ
に
は
、「
組
合
の
T
M
R
セ
ン
タ
ー

の
統
合
に
対
す
る
期
待
と
共
に
既
に
地
域
組

織
で
法
人
へ
の
飼
料
稲
の
増
産
要
望
を
行
っ

て
い
る
」、「
統
合
に
伴
う
導
入
機
械
が
多
額

で
維
持
管
理
費
が
心
配
」、「
自
給
飼
料
利
用

の
組
合
員
へ
の
提
案
指
導
」、「
飼
料
稲
拡
大

に
向
け
た
法
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」、「
良
質

生
乳
を
生
産
す
る
鳥
取
に
比
べ
て
何
が
違
う

の
か
」、「
地
域
の
若
者
を
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
要

員
と
し
て
確
保
」、「
活
性
化
活
動
助
成
金
の

減
額
か
ら
活
動
停
滞
が
心
配
」等
、
そ
の
他

T
P
P
や
乳
質
検
査
体
制
等
の
意
見
・
要
望

が
挙
げ
ら
れ
、
代
表
理
事
ら
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。（
活
性
化
活
動
助
成
金
の
地
域
配

分
額
は
次
頁
参
照
）

活性化活動助成金・地域配分額決定
地域代表者らと意見交換

（活性化活動助成金の地域配分を協議する代表者ら）



11

2013年（平成25年）9月〔№234〕

■決定した活性化活動助成金の地域配分額

地　域 任意組織団体名称 配分額（円）

備　北

庄原地域酪農振興会 299,670
三次市酪農振興会 356,980
東城酪農振興会 104,853
口和町酪農組合 91,194
西城酪農クラブ 50,759
高野町酪農組合 55,107

南　部 賀茂地域酪農団体連絡協議会 202,178

西　部

豊平町酪農振興会 114,175
大朝酪農振興会 65,564
広酪西部地域組合員連絡協議会 169,201
JA広島市芸北酪農部会 81,837
千代田町酪農協議会 145,177
あきたかた酪農振興会 317,649

東　部

福山地方酪農協議会 123,150
神石地域酪農生産振興協議会 92,740
世羅郡酪農振興協議会 213,405
三原市酪農振興会 124,369
甲奴郡酪農組合 391,992

合　計 　 3,000,000

■�助成目的

各地域で組合員が組織する団体が酪

農技術や経営レベル向上などの地

域研修会や勉強会等の開催をもって

地域活動を活発化させることに重点

を置き、同団体が平成２５年度にお

いて必要な活動経費の一部を助成す

る。

■�申請方法

「平成２５年度活性化活動助成金払

込申請書」に必要事項を記入のうえ、

平成２５年９月１０日（火）までに組

合に申請書を提出する必要がある。

●�申請受付後、組合では、平成２５年

９月２５日（水）に指定口座に振込み

する。

▼
二
〇
二
〇
年
夏
季
五
輪
の
開
催
都
市

に
東
京
が
選
ば
れ
た
。

▼
開
催
地
を
決
め
る
立
候
補
都
市
の
最

終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
日

本
を
代
表
し
て
、
高
円
宮
妃
久
子
さ

ま
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援

に
謝
意
を
伝
え
ら
れ
、
安
倍
晋
三
首

相
や
東
京
都
の
猪
瀬
直
樹
知
事
ら
が

「
復
興
五
輪
」を
訴
え
た
。

▼
中
で
も
宮
城
県
気
仙
沼
市
出
身
の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
走
り
幅
跳
び
代

表
、
佐
藤
真
海（
ま
み
）さ
ん
は
、「
五

輪
招
致
が
震
災
復
興
の
一
翼
に
」と
の

願
い
を
ス
ピ
ー
チ
に
込
め
た
。

▼
大
学
二
年
で
骨
肉
腫
が
見
つ
か
り
、

右
膝
下
を
切
断
。
義
足
生
活
に
な
り
、

真
剣
に
打
ち
込
め
る
も
の
を
探
し
て
、

高
校
ま
で
続
け
て
い
た
陸
上
に
再
会

し
た
。
そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
で

は
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
実
家
が
津
波

被
害
に
遭
っ
た
。
こ
の
招
致
活
動
を

通
じ
て
世
界
に
訴
え
た
の
は
、
困
難

を
乗
り
越
え
る
た
び
に
実
感
し
て
き

た
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」だ
っ
た
。「
ス

ポ
ー
ツ
は
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
。

人
と
人
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
く
れ
る
。

二
百
人
以
上
の
国
内
外
の
選
手
が
千

回
近
く
被
災
地
を
訪
れ
て
く
れ
た
。

五
万
人
以
上
の
子
供
を
指
導
し
、
勇

気
づ
け
て
く
れ
た
。
日
本
は
、
五
輪

の
か
け
が
え
の
な
い
価
値
を
目
の
当

た
り
に
し
た
。
卓
越
、
友
情
、
尊
敬

…
そ
れ
は
言
葉
以
上
の
大
き
な
力
を

持
つ
。
い
ま
私
が
こ
こ
に
い
る
の
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
救
わ
れ
た
か
ら
。
ス
ポ
ー

ツ
は
人
生
に
お
い
て
大
切
な
価
値
観

を
与
え
て
く
れ
た
か
ら
」と
堂
々
と
し

た
様
子
で
最
終
プ
レ
ゼ
ン
に
臨
み
、

万
雷
の
拍
手
を
浴
び
た
。

▼
今
回
の
国
を
挙
げ
て
の
東
京
招
致
活

動
に
は
、
多
く
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー

が
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」を
Ｐ
Ｒ
し
、

日
本
の
安
全
・
安
心
を
訴
え
た
。
と

り
わ
け
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
含
め
、「
ス

ポ
ー
ツ
」が
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る

喜
び
や
感
動
は
大
き
い
。
こ
の
秋
、

ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
る
喜
び
を
感
じ
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
改

め
て
実
感
し
た
い
も
の

で
あ
る
。
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広
島
県
堆
肥
セ
ン
タ
ー
協
議
会（
前
原
重

宜
会
長
）は
、
堆
肥
共
励
会
と
研
修
会
を
開

催
し
た
。
堆
肥
共
励
会
で
は
、
県
内
二
十
か

所
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
の
出
品
が
あ

堆
肥
共
励
会
　
八
月
二
十
七
日
　
県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

「
甲
田
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」最
優
秀
賞

耕
種
農
家
が
求
め
る
堆
肥
を
学
ぶ

り
、
甲
田
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー（
安
芸
高
田
市

甲
田
町
）が
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

ま
た
、
明
治
大
学
農
学
部
特
任
教
授
・
藤

原
俊
六
郎
氏
を
招
い
た
「
堆
肥
の
特
性
と
施

用
効
果
」を
テ
ー
マ
に
お
い
た
研
修
会
で
は
、

「
耕
種
農
家
か
ら
み
た
堆
肥
利
用
に
あ
た
っ

て
は
、
堆
肥
に
適
正
量
の
化
学
肥
料（
窒
素
・

リ
ン
酸
等
）を
給
与
す
る
こ
と
が
、
良
好
な

堆
肥
生
産
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
に
は
土
壌
検

査
も
重
要
」と
述
べ
ら
れ
た
。

　

同
日
開
催
の
総
会
で
は
、
平
成
二
十
四

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
平
成

二
十
五
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案

等
を
全
て
可
決
承
認
し
た
。

■
耕
種
農
家
が
求
め
る
堆
肥
と
は
！

一　

�

土
壌
改
良
効
果
：
堆
肥
を
使
う
と
有
機

物
と
微
生
物
で
土
壌
団
粒
構
造
が
で

き
、作
物
の
根
に
適
し
た
環
境
と
な
る
。

二　

�

肥
料
効
果
：
土
壌
診
断
と
堆
肥
の
分
析

値
を
照
合
し
、
改
良
資
材
・
施
肥
量
・

堆
肥
量
を
決
め
て
施
肥
す
る
。
堆
肥
を

使
う
こ
と
で
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
。

三　

堆
肥
利
用
に
必
要
な
基
本
的
条
件

　
　

①�

堆
肥
腐
熟
度
の
違
い
が
作
物
に
影
響

す
る
た
め
、
作
物
に
障
害
を
及
ぼ
さ

な
い
堆
肥（
有
機
酸
や
フ
ァ
ノ
ー
ル

酸
性
、
雑
草
の
種
子
を
含
ま
な
い
）

　
　

②�

堆
肥
が
環
境
に
有
害
で
な
い
物（
ヒ

素
五
十
mg
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
五
mg
、

水
銀
二
mg
/
㎏
の
基
準
を
超
え
な

い
、
作
物
や
人
体
に
無
害
）

　
　

③�

製
品
が
安
定
し
て
い
る
物（
成
分
を

表
示
し
、
製
造
管
理
を
き
ち
ん
と
行

い
成
分
の
安
定
化
を
図
る
）

　
　

④�

取
り
扱
い
や
す
い
物（
悪
臭
、
高
水

分
、
形
状
不
均
一
、
貯
蔵
性
、
農
業

機
械
へ
の
適
用
性
）

（表彰を受ける甲田堆肥センターの
西川博さん：写真左）


